
 新型コロナウイルス感染症の影響によって減収し

ている世帯に対して、大崎市に住所を有し、 

緊急かつ一時的な生計維持のために貸付を必要と 

する世帯が対象になります。 

 貸付金額は原則として、一世帯につき１回限り10

万円（学校等の休業個人事業主等特例の場合 

20万円以内）となります。 

 貸付申込窓口は当社会福祉協議会松山支所及び 

当社協各支所となり事前予約が必要です、郵送での

申込も可能です。 

※感染拡大防止のため、出来るだけ郵送による 

申込にご協力ください。 

  詳しくは、当社会福祉協議会のホームページを

確認頂くか、下記当社協松山支所までご連絡下さい。 

 

 介護保険事業紹介    

TEL ２５－５０８１（居宅直通） 

matsuyama@osaki-shakyo.com 

第13回 

－松山デイサービス  

仕事のやりがい－ 

新型コロナウイルス感染症の影響を 

踏まえた緊急小口資金特例貸付 

申込期間延長のご案内 

  申込期間が令和3年3月末まで延長となりました。 
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 デイサービス職員が利用者様とのふれあいで感じた

『やりがい』をまとめました。 

・利用者様に「○○さんがいるからデイサービスに

来ているんだよ。」と言われた時、自分の仕事ぶり

が認められちゃんと人様の役に立っているのだと 

感じとても嬉しく、この仕事を続けていて良かった

と思いました。 

・仕事をしながら利用者様の昔の話を聞くのは勉強

になることがたくさんあります。楽しかった話は 

一緒に聞いていて楽しく、苦労した話はその人の 

人生を垣間見ることが出来さらに利用者様のことを

深く知ることができます。管理者さんによりますと

「デイサービスに来ている間は利用者様に気分良く

過ごして頂きたく、より敬意を表して良いサービス

を提供していきたいと思う。」とのことでした。 

やはり、利用者さんからの「感謝の言葉」や「人の

役に立っている」という喜びが『やりがい』に  

繋がっていると思いました。 

 松山デイサービスセンターでは２月の節分に

向けて鬼の塗り絵や折り紙で創作活動をしまし

た。利用者様一人一人に塗り絵や折り紙を 

作ってもらい、デイサービスの廊下に貼りまし

た。利用者様からは「色を塗るのが楽しい。」、

「鬼の色を何色で塗るか悩む。」等の声が聞か

れ創作を楽しんでいる様子でした。さらに今年

の干支である牛のカードに今年の抱負も書いて

もらいました。皆様が今年1年健康に過ごせます

ように祈っております。 

本会松山支所へご寄附を頂いた皆様の 

ご紹介 
令和2年4月1日～令和3年1月31日受付分 

 
 

 

たくさんのご寄附ありがとうございました 

寄附金 
入野田孝子様          15,000円 

青木 初子様          10,000円 

畑中 和夫様         100,000円 

大條 秀雄様          20,000円 
 

物品寄附 
大崎市松山婦人会様       手作りマスク100枚 

大崎市松山ボランティア活動連絡協議会様  

              手作りマスク100枚 

松山高等学校様        手作りマスク52枚 

伊藤  榮次様       尿取りパット等8枚 

 


